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平成 19年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 
    平成18年8月11日 

上場会社名 黒崎播磨株式会社 （コード番号：５３５２ 東証1、福岡）
（ＵＲＬ http://www.krosaki.co.jp/ ）   
代表者役職・氏名    取締役社長     古野 英樹 ＴＥＬ：０９３－６２２－７２２４

問合せ責任者役職・氏名 取締役総務人事部長 石丸  誠 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 税金費用の計算等については 

    一部簡便な方法を採用しております。
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 連結（新規）0社 （除外）2社 
     持分法（新規）1社 

 
 
２．平成19年3月期第1四半期財務・業績の概況（平成18年4月1日～平成18年6月30日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況      （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 売 上 高 営業利益      経常利益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円     ％ 百万円   ％ 百万円    ％ 

19年３月期第１四半期 20,989  △0.1 1,012   △36.5 993  △40.4 929   △1.9
18年３月期第１四半期 21,004   8.2 1,593   114.7 1,665  109.7 947   121.8
(参考)18年3月期 86,182     5,270      5,671      2,803     

 

 1株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

19年3月期第1四半期 １０．６２ －    
18年3月期第1四半期 １０．８０ －    
(参考)18年3月期 ３２．０２ －    

 
(注) 売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減 
を示しています。 
 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
  当第1四半期の経営成績（連結）は、前年同四半期と経営環境が大きく異なるため、単純に比較、評価はで
きません。経営環境の変化を考慮して、当第1四半期の経営成績（連結）を「前年同四半期（連結）との比較」、
「平成19年3月期連結業績予想（通期）との比較」で分析すると以下のとおりです。 

 
①前年同四半期（連結）との比較 

(株)マイクロンの株式譲渡に伴い、(株)マイクロン及びHARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHDが当期より連
結子会社ではなくなったことにより、連結売上高で約△8億76百万円、連結営業利益で約△1億53百万円、
連結経常利益で約△1億55百万円の影響がありました。 
なお、特別利益に株式譲渡益が計上されたことにより、税金等調整前四半期純利益では約6億68百万円
の影響がありました。 
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②平成19年3月期連結業績予想（通期）との比較 
当第1四半期経営成績（連結）と平成19年3月期連結業績予想（通期、本年5月12日公表）を比較
すると下表のとおりです。 

 
 (A) 当第1四半期 

経営成績(連結) 
(B) 平成19年3月期 
連結業績予想(通期) 

進捗率 
（A/B×100） 

売上高 20,989 百万円 85,000 百万円  24.7 ％ 
経常利益 993  〃 4,400  〃  22.6 〃 
四半期（当期）

純利益 
929  〃 3,000  〃  31.0 〃 

 
 
第1四半期が経過した時点の標準進捗率を25％とすれば、売上高、経常利益で標準進捗率を下回って 
おります。ただし、耐火物原料価格の値上がりが続く中、主要得意先に原料価格値上がりによるコストア
ップ分について、製品価格の改定をお願いしており概ね了承が得られました。当第1四半期経営成績（連
結）には一部しか反映されておりませんが、中間期業績には反映される見込みです。 

 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり 

純資産 
 百万円 百万円 ％ 円  銭 

19年3月期第1四半期 75,397 29,571 35.4 304.94
18年3月期第1四半期 72,534 22,492 31.0 256.83
(参考)18年3月期 78,589 26,401 33.6 301.75

 当第1四半期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用し、少数株主持分を純資産に含
めております。 
なお、純資産を平成18年3月期と同じ基準で表示すると、26,717百万円となります。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
  総資産は、前連結会計年度末に比べ31億92百万円減少し、753億97百万円となりました。同様に負債も、
前連結会計年度末に比べ26億22百万円減少し、458億25百万円となりました。主な要因は、連結子会社の
除外によるものです。 

 
 
(3) 平成19年3月期の連結業績予想（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
百万円 百万円 百万円

中  間  期 42,500 2,200 1,800
通     期 85,000 4,400 3,000

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）  34円 29銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
  業績につきましては予想に比べ低水準ですが、現時点におきましては、本年5月12日に公表いたしました
数値に変更はありません。 
  上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する状況の
変化によっては、異なる業績結果となることも予想されます。 

 
○ 添付資料 
（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 

以  上 
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３．（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

 
当第 1四半期末
（平成 18年 6月 30日

現在) 

前連結会計年度末
（平成 18年 3月 31日

現在） 
増 減 

前第 1四半期末
（平成 17年 6月 30日

現在） 

（資産の部）  
Ⅰ 流動資産  
現金及び預金 ３，４８０ ３，６５３ △１７２ ３，５００

 受取手形及び売掛金並びに完成工

事未収入金 １８，８３６ １９，２６９ △４３３ １８，２７０

 棚卸資産 １２，６２９ １１，９４１ ６８８ １０，８１４

 その他 ２，０５３ ２，２６１ △２０７ １，８５０

流動資産合計 ３７，０００ ３７，１２５ △１２４ ３４，４３５

Ⅱ 固定資産  
 有形固定資産 ２８，７６２ ３１，４３０ △２，６６８ ３１，２２７

 無形固定資産 ７１６ ４６０ ２５６ ４８６

その他資産 ８，９１７ ９，５７３ △６５５ ６，３８５

固定資産合計 ３８，３９６ ４１，４６４ △３，０６７ ３８，０９８

  資産合計 ７５，３９７ ７８，５８９ △３，１９２ ７２，５３４

（負債の部）  
Ⅰ 流動負債  
支払手形及び買掛金 １６，４９１ １６，３７５ １１５ １６，２０１

並びに工事未払金  
 短期借入金 ８，０４０ ７，０３１ １，００８ １３，１２０

 その他 ５，７６５ ８，０５３ △２，２８８ ５，８１１

流動負債合計 ３０，２９６ ３１，４６１ △１，１６４ ３５，１３３

Ⅱ 固定負債  
長期借入金 ４，５６０ ４，９３８ △３７８ ７９０

その他 １０，９６９ １２，０４８ △１，０７９ １０，９２８

固定負債合計 １５，５２９ １６，９８７ △１，４５８ １１，７１９

負債合計 ４５，８２５ ４８，４４８ △２，６２２ ４６，８５２

（少数株主持分） 
少数株主持分 － ３，７３９

 
△３，７３９ ３，１８８

（資本の部） 
 資本金 － ５，５３７

 
△５，５３７ ５，５３７

  資本剰余金 － ３，５２１ △３，５２１ ３，５２１

 利益剰余金 － １４，０７３ △１４，０７３ １２，２０６

 その他有価証券評価差額金 － ３，３４３ △３，３４３ １，４８９

 為替換算調整勘定 － ２２ △２２ △２０５

 自己株式 － △９７ ９７ △５６

資本合計 － ２６，４０１ △２６，４０１ ２２，４９２

負債、少数株主持分及び資本合計 － ７８，５８９ △７８，５８９ ７２，５３４

（純資産の部）  
Ⅰ株主資本  
 資本金 ５，５３７ － ５，５３７ －

  資本剰余金 ３，５２１ － ３，５２１ －

 利益剰余金 １４，６２１ － １４，６２１ －

 自己株式 △９８ － △９８ －

 株主資本合計 ２３，５８１ － ２３，５８１ －

Ⅱ評価・換算差額等  
 その他有価証券評価差額金 ２，９９６ － ２，９９６ －

 繰延ヘッジ損益 △３７ － △３７ －

１３９ － １３９ － 為替換算調整勘定 
 評価・換算差額等合計 
Ⅲ少数株主持分 

３，０９８

２，８９１

－

－

３，０９８ 
２，８９１ 

－

－

２９，５７１ － ２９，５７１ －純資産合計 
負債・純資産合計 ７５，３９７ － ７５，３９７ －
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４．（要約）四半期連結損益計算書 
                                     （単位：百万円） 

当第 1四半期 前第 1四半期 前連結会計年度
 自 平成 18年 4月 1日

至 平成 18年 6月 30日
自 平成 17年 4月 1日
至 平成 17年 6月 30日

増 減 自 平成 17年 4月 1日
至 平成 18年 3月 31日

    
Ⅰ 売上高 ２０，９８９ ２１，００４ △１５ ８６，１８２

Ⅱ 売上原価 １７，００９ １６，３８７ ６２２ ６８，１９９

   売 上 総 利 益 ３，９７９ ４，６１６ △６３７ １７，９８２

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ２，９６６ ３，０２３ △５６ １２，７１２

   営 業 利 益 ５，２７０

 

１，０１２ 1，５９３ △５８０ 

Ⅳ 営業外収益 １４５ ２４６ △１０１  ８７８

Ⅴ 営業外費用 １６４ １７４ △１０ ４７７

   経 常 利 益 ９９３ １，６６５ △６７１ ５，６７１

Ⅵ 特別利益 ８６３ １６ ８４７ ２０６

Ⅶ 特別損失 ３ ６４ △６０ ９５０

税金等調整前四半期（当期） １，８５４ １，６１７ ２３６ ４，９２８

純利益  
法人税等 ８５２ ５２４ ３２７ １，６３３

少数株主利益 ７２ １４５ △７２ ４９２

四半期（当期）純利益 ９２９ ９４７ △１７ ２，８０３
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［参考資料］ 
 
平成 19年 3月期個別第 1四半期財務・業績の概況(平成 18年 4月 1日～平成 18年 6月 30日) 
 
(１)経営成績（個別）の進捗状況    (注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％

19年３月期第１四半期 19,103    3.6 647  △32.5 695  △24.7
18年３月期第１四半期 18,431   11.7 959  324.3 923  229.6
(参考)18年 3月期 75,397    － 2,959    － 3,330    －
 

 四半期（当期）純利益
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 1株当たり
四半期（当期）純利益 

百万円    ％ 円  銭 円    銭

19年３月期第１四半期 1,888   269.0 21.58 －   

18年３月期第１四半期 512   258.0 5.86 －   

(参考)18年 3月期 1,694    － 19.35 －   

（注）売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半
期増減率を示しております。 

 
(２)財政状態(個別)の変動状況 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり 

純資産 
 百万円 百万円   ％ 円 銭

19年３月期第１四半期 59,769 23,561 39.4 269.25
18年３月期第１四半期 54,479 19,626 36.0 224.08
(参考)18年 3月期 58,771 22,451 38.2 256.57
当第 1四半期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」を適用しております。 
なお、純資産を平成 18年 3月期と同じ基準で表示すると、23,523百万円となります。 

 
（3）平成 19年 3月期個別業績予想(平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日) 

1株当たり年間配当金 
 売上高 経常利益 当期純利益

中 間  期 末  
 百万円 百万円 百万円 円   銭 円   銭 円   銭

中間期 39,000 1,600 2,500 0  00 － －

通 期 78,000 3,100 3,400 －  
（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）   38円 85銭 
  （注）1株当たりの年間配当金は未定であるため、記載しておりません。 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
  業績につきましては予想に比べ低水準ですが、現時点におきましては、本年 5月 12日に公表いたし
ました数値に変更はありません。 

  上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生す
る状況の変化によっては、異なる業績結果となることも予想されます。 

 
［配当に対する考え方］ 
  当社は業績を主体に経営環境等を総合的に勘案して決定することとしており、中間配当につきまし
ては実施を見送らせていただき、当期末配当につきましては年度決算を見極めた上で検討することと
しております。 

 
以 上 


